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地
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め
に
／
一　

河
南
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旗
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牧
地
紛
争
経
験
／
二　

紛
争
当
事
者
の

語
り
│
│
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部
の
事
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／
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地
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裁
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河
南
蒙
旗
に
と
っ
て
の
紛
争
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民
族
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わ
り
に
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教
育
運
動
に
お
け
る
民
族
の
語
り
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じ
め
に
／
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背
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／
二　

高
揚
／
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退
／
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語
り
／
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わ
り
に

第
六
章　

結
論
│
│
民
族
の
語
り
の
文
法

一　

語
り
の
パ
タ
ー
ン
／
二　

語
り
の
文
法
／
三　

語
り
を
扱
う
本
書

の
意
義

あ
と
が
き
・
引
用
文
献
・
索
引

●
日
常
や
紛
争
・
教
育
の
現
場
で
様
々
に
語
ら
れ
る
「
民
族
」
を
掬
い
上
げ
、
巨
視
的
な
議
論
が
見

落
と
し
て
き
た
等
身
大
の
民
族
像
を
呈
示
。
語
ら
れ
て
き
た
側
か
ら
の
主
体
的
自
画
像
を
探
る
。

　

で
は
、
そ
う
で
は
な
い
少
数
民
族
を
生
き
る
人
々
（
少
数
民
族

民
衆
）
は
ど
う
な
の
か
。
彼
ら
は
自
ら
背
負
う
「
少
数
」
や
「
民

族
」
の
現
状
に
無
関
心
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
で
そ
れ
に
言

及
し
、
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
権
威
的
語
り
に
は
め
ら
れ
公
定

少
数
民
族
像
を
演
出
す
る
者
も
い
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
者
も

い
る
。
彼
ら
の
語
り
に
は
国
家
型
あ
る
い
は
学
者
型
語
り
の
ど

ち
ら
か
に
近
似
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
時
と
場
に
よ
っ
て
両
者

を
混
同
す
る
部
分
も
あ
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
と
異
な
る
語
り
の

場
合
も
あ
る
。「
複
雑
」
だ
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
は
「
矛
盾
」

で
は
な
い
。
…
…
彼
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
主
体
的
な
も
の
で
も

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
ら
は「
少
数
」で
も
な
け
れ
ば「
民
族
」

で
も
な
い
「
普
通
」
の
「
人
間
」
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
常
に
「
少
数
民
族
」
と
名
づ
け
な
が
ら
彼
ら

の
事
象
を
考
察
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
彼
ら
の
現
状
や
心
情
を
見

逃
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
歴
史
・
政
治
学
的
な
接

近
法
で
行
っ
て
き
た
少
数
民
族
研
究
の
特
徴
で
あ
り
、
限
界
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
民
族
紛
争
や
民
族
運
動
を
み
る
際
、
そ
れ
を

安
易
に
葛
藤
や
運
動
と
い
っ
た
巨
視
的
な
次
元
で
取
り
上
げ
る

の
で
は
、
彼
ら
の
実
状
の
理
解
に
は
至
れ
な
い
。
微
視
的
な

接
近
法
で
、
少
数
民
族
の
社
会
現
実
問
題
に
注
目
す
れ
ば
、
従

来
の
少
数
民
族
研
究
に
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
景
観

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
社
会
的
現
実
問
題
と
は
、
ど
こ
の
社
会
の

誰
に
で
も
一
度
は
経
験
し
う
る
日
常
的
な
出
来
事
や
、
隣
り
同

士
で
の
摩
擦
や
衝
突
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
対
す
る
人
々
の
判
断

や
行
動
で
あ
る
。
そ
の
中
で
み
ら
れ
る
景
観
と
は
、
個
々
の
人

間
の
様
々
な
行
動
様
式
や
人
々
自
ら
そ
の
行
動
に
付
与
す
る
意

味
で
あ
る
。
出
来
事
、
と
り
わ
け
紛
争
に
関
す
る
人
々
の
意
識

は
、
状
況
に
よ
っ
て
民
族
を
基
軸
と
し
た
意
識
へ
と
傾
斜
す
る
。

そ
こ
で
、
問
題
の
原
点
は
い
く
つ
か
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で

展
開
さ
れ
る
人
間
同
士
の
や
り
取
り
と
、
そ
れ
に
関
す
る
人
々

の
解
釈
お
よ
び
語
り
に
あ
る
。
本
書
で
は
、
現
代
中
国
に
お

け
る
民
族
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
て

人
々
の
語
り
に
注
目
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
序
文
よ
り
）


